
 
  
  
 
      
 

 
 
 
 
 

新潟 RC ４月第 2 例会 (2009.4.14) №2796 

 

(1) ロータリーソング「四つのテスト」斉唱 

(2) 柴田 史郎会長挨拶  

４月７日(火)前橋RC から観桜例会に招かれ、当クラ

ブから１６名が参加してきました。丁度前橋の桜は満

開で、前橋公園での観桜会はベストタイミングでした。

そして、前橋のロータリアンと楽しいひと時を過ごし

てきました。親睦委員会の柳瀬さんご苦労さまでした。 
４月１１日(土)には新潟RC主催により第四ホールに

おいて、「いのちの電話」の眞真壁伍郎氏の講演と、当

クラブの三人の医師（樋熊内科医、徳永産婦人科医、

柴田小児科医）によるシンポジュームが開かれました

(コーディネーターは竹石理事)。今回の催しは、新潟

RC と市民を結ぶ活動として、また新潟 RC が外に向

かって情報を発信するという、非常に意義のある画期

的なイベントであったと思います。半年前からの構想

の立ち上げ、諸種準備、当日の運営など、社会奉仕委

員会の大委員長竹石さん、委員長地主さん、そして社

会奉仕ならびに職業奉仕委員会の各委員の方々に厚く

お礼申し上げます。 
 新潟の一年で最も良い季節を迎えました。まさに百

花繚乱、桜はもとよりハクレン、モクレン、コブシ、

菜の花、桃、水仙、レンギョウなどがいっせいに咲き

乱れております。さらにこれからの季節、つつじ、さ 

つき、藤、チューリップなどが楽しめます。 
 「花は桜木、人は武士、柱は檜、魚は鯛、小袖は紅

葉、花はみよしの」 と言いましたのは一休和尚であ

ります。桜は春の象徴として、また何も無いところに

花が咲くことから古来命の強さの象徴とみなされてき

たようです。 
 この春の宵に、花にちなんだ名曲を浜田道子さんに

演奏していただきます。ドイツの作曲家ランゲによる

ピアノ曲「花の唄」です。美しい花をイメージしなが

らお聴きください。 

 

 

 

(3) 委員会報告 

・柳瀬 泰晴親睦委員 

先週例会終了後、16 名にて恒例の前橋ＲＣとの合同例会・

観桜会に行ってきました。天気にも恵まれ利根川・前橋公

園の桜も満開で素晴らしい一日でした。 

 会場の群馬会館では前橋の皆様に素晴らしいお料理に

合唄と歓待されました。ただいつもと違ってこちらも返礼、

横山・柳瀬福原流の兄弟弟子で篠笛の演奏をしました。今

回は、キリンビール高橋さんにビール、焼酎、水に至るま

で全て無償でご提供頂きました。本当にありがとうございま

した。 

 

横山芳郎さん、柳瀬泰晴さんが前橋公園の満開の桜を背

に篠笛演奏 

 

・地主 正人社会奉仕委員長 

去る４月１１日（土）だいしホールにて職業奉仕委員会・社

会奉仕委員会の共催による公開シンポジュームイベントが

開催されました。「いのち！守り受け継がれるために」と題

し、第一部に「新潟いのちの電話」の理事長 眞壁伍郎さ

んの講演、ソプラノ独唱の余興の後に第二部として当クラ

ブ会長でもあられる柴田さん、樋熊さん、徳永さんの３名の

お医者様によるシンポジュームを竹石理事の進行で実施

いたしました。ロータリアン２９名に加え一般のかた８８名、

合計 117 名の聴衆を迎えて実施することが出来ました。来

場者のアンケートでは「次回も期待する」「大変参考になっ

た」など大変好意的な意見が多数寄せられ実行委員一同

安堵しています。皆様のご協力有難うございました。 

2008～09 年度 
国際ロータリー会長 

李  東 建 

2008～09 年度
新潟ロータリー会長 

柴 田 史 郎 



 

シンポジウム「医療現場から見たいのちの大切さとは」 

新潟RC会員 柴田 史郎小児科医、樋熊 紀雄内科医、 

徳永 昭輝産婦人科医 

司    会 竹石 松次社会奉仕担当理事 

 

４月２１日の例会予定 

会員スピーチ 「お酒と健康 適正飲酒講座」 

キリンビール㈱新潟支社支社長 高橋 正富君 

 

～＊～ 観桜夜例会 ～＊～ 
 
18：50 観桜会開始  

司会 小林 悟親睦委員 
乾杯 水野 進さん（元会員） 
篠笛の演奏 横山芳郎さん、柳瀬泰晴さん 
（福原流兄弟弟子のコラボ） 
「花」全員で合唱（柳瀬親睦委員指揮） 
ミニピアノコンサート（濱田 道子さん）  
曲の花名当てクイズ 
本日の枝花の説明（石川 治壱さん） 
懇談・会食 

20：25 中締め 塚田 正幸さん 
 

 


